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米国経済点描（2008.7.17） 

～物価指数～ 
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出所：労働統計局資料をもとにアクシスリサーチ研究所作成

  
米国労働省労働統計局（BLS）が 7 月 16 日に公表した 2008 年 6 月の消費者物価指

数によると、6 月の全都市消費者の消費者物価（季節調整済）は、5 月から 1.1％上昇し、

前年同月比では 5.0％の上昇率となった。また、食料及びエネルギーを除くコアインフ

レ率は 0.32％上昇した。これは年率に直すと 3.95％の上昇に相当し、FRB が許容の上

限とする 2％の範囲内をはるかに超える。消費者物価指数が前月比で 1％を超えるのは

2005 年 9 月のハリケーン・カトリーナ以来。また、原油高騰の影響を受けたエネルギ

ー関連は、一年前より 24.7％も上昇している。 
一方、同局が 7 月 15 日に公表した卸売物価指数でも、最終財と中間財がそれぞれ前

月から 1.8％、2.1％と、前月に続いて大幅に上昇した。原油等の原エネルギー材料につ

いてみると、1 ヶ月で 5.4％も急騰している。 
金融システムへの不安とともに、低成長下の原油高を原因とするインフレが米国経済

を覆いつつあり、不況に突入する懸念がいよいよ高まっている。 


